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令和元年12月橋本市議会定例会会議録（第３号）その４ 

令和元年12月３日（火） 

                                           

（午前11時29分 再開） 

○議長（土井裕美子君）それでは、再開いた

します。 

 順番10、11番 阪本さん。 

〔11番（阪本久代君）登壇〕 

○11番（阪本久代君）皆さん、こんにちは。 

 通告に従いまして、一般質問を行います。 

 今回は１項目です。人口減少とまちづくり

について。 

 11月８日付朝日新聞に、県の人口が24年連

続減少という記事が掲載されました。その中

に、転入数と転出数の差をあらわす社会増減

で転出者のほうが多かった３番目に橋本市が

入っていました。そこで、統計要覧で調べて

みますと、平成20年度のマイナス386人から平

成22年度のマイナス223人と、社会減で言えば、

ばらばらでした。出生数から死亡数を引いた

自然増減は、平成18年度はマイナス39人、平

成29年度はマイナス348人と増えています。と

りわけ出生数が、平成18年度は530人、平成29

年度は381人と149人も減っているのが問題だ

と思います。人口をせめて維持するためには

どういう施策をとるべきか考えたいと思いま

す。 

 １項目め。出世数が減ってきている原因を

どうお考えですか。 

 ２項目め。転出者のほうが多いことをどう

お考えですか。 

 ３項目め。人口を維持するためには、住み

続けたいと思う橋本市にすることが大事だと

考えますが、どういう施策が必要とお考えで

すか。 

 以上です。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さんの質

問、人口減少とまちづくりに対する答弁を求

めます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（上田力也君）登壇〕 

○総合政策部長（上田力也君）人口減少とま

ちづくりについてお答えします。 

 まず、本市の人口減少の現状についてご説

明します。 

 国勢調査ベースで見ると、平成22年から平

成27年において、本市の人口は2,740人の減で、

減少率は4.1％となっています。近隣の河内長

野市が4.9％、五條市が10.1％、人口規模が類

似している紀の川市が4.9％と、近隣自治体に

比べれば本市の人口減少率は低い結果となっ

ています。 

 また、年齢３区分別に見た人口割合は、年

少人口割合が和歌山県全体で12．08％に対し、

本市が12.21％、同じく生産年齢人口割合が県

全体で56.69％に対し、本市が58.54％という

いずれも県全体より高い水準を維持していま

す。 

 人口動態調査による本市の出生数は、平成

25年が422人、平成26年が427人、平成27年が

407人、平成28年が378人、平成29年が402人で

あり、紀の川市では、平成25年が421人、平成

26年が436人、平成27年が403人、平成28年が

357人、平成29年が359人となっており、人口

規模が同じ近隣自治体では同じような出生数

の推移となっています。なお、合計特殊出生

率については、本市が1.26、紀の川市が1.35

となっています。 

 一点目の出生数が減ってきている原因につ

いてのおただしですが、国全体でも出生数は

減少し、それに伴う人口減少が問題となって

います。出生数減の原因としては、若年世代

の未婚率の増加や晩婚化が挙げられており、
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橋本市人口ビジョンにおいても、特に20歳か

ら39歳までの女性の未婚率が全国よりも高い

状況であり、出生数の減少に与える影響が大

きいと考えています。 

 また、令和元年版少子化社会対策白書によ

ると、出産に対する意識について、国立社会

保障・人口問題研究所の第15回出生動向基本

調査では、夫婦が持つ理想的な子どもの数は

過去最低の2.32人で、実際に持つつもりの子

どもの数も過去最低の2.01人となっています。

予定子ども数が理想子ども数を下回る理由と

して、「子育てや教育にお金がかかり過ぎるか

ら」が最も多いものの近年は減少傾向で、次

に多い「高年齢で産むのが嫌だから」が増加

している状況になっています。 

 出生数の減少については、本市が直面して

いる主要な課題の一つとして認識しています

が、ゼロ歳から９歳までの人口が転入超過で

本市の年少人口の割合は、同規模の紀の川市

より高い状況でもあることから、出生数を増

やすことだけでなく年少人口の増加につなが

るよう、希望どおりの人数の出産・子育ての

実現に向けた少子化対策が引き続き必要であ

ると考えます。 

 二点目の転出者のほうが多いことをどう考

えているのかとのおただしですが、本市の転

出者の傾向としては、10代から30代の方が多

く、転出先として最も多いところは大阪府で

あり、進学や就職等に伴う転出が多いことが

伺えます。このような転出超過である現在の

状況も主要な課題の一つであると考えていま

す。 

 三点目の人口を維持するためには、住み続

けたいと思う橋本市にすることが大事だと考

えるが、どういう施策が必要と考えているか

とのおただしですが、人口減少と社会構造の

変化による少子高齢化が進行し、地方を取り

巻く環境は依然として厳しい状況下で、雇用

の創出や商工業の振興などによる経済活動を

活発にする取り組みが望まれる一方、保健・

医療体制の充実や子育てしやすい環境づくり、

生活の安全確保など、暮らしに直結する課題

の対応が求められています。こうした課題に

対処し、持続可能なまちづくりを推進するた

め、橋本市人口ビジョンを踏まえ、若い世代

の希望をかなえるまち、住んでよかった住み

たくなるまちをめざした取り組みを推進する

計画として、平成27年に橋本創生総合戦略を

策定し、平成30年には情勢の変化や橋本市が

直面する課題に的確に対応するため、まちづ

くりの羅針盤となる第２次橋本市長期総合計

画を策定いたしました。 

 計画では、まちづくりの基本指標として目

標年次である2027年の将来人口を６万人に設

定し、「ともに創る・ともに守る・ともに育て

る」の三つの基本目標のもと、九つの政策と

37の施策項目に基づき事業を総合的に展開す

ることとしています。その中でも選択と集中

の観点から、先行的に取り組むプロジェクト

である、働けるまちづくりプロジェクト、安

心して住み続けられるまちづくりプロジェク

ト、みんなで子どもを育てるまちづくりプロ

ジェクトを設定し、課題解決に向けた施策を

展開していくことで、みんなで創造する元気

なまちづくりを進めてまいりたいと考えてい

ますので、ご理解のほどよろしくお願いいた

します。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん、再

質問ありますか。 

 11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）まず最初に、近隣自治

体と比べると人口減少率は低いというふうに

ご答弁いただいたんですけれども、第２次橋

本市長期総合計画に将来人口ということが書

いてあります。その中の目標人口と比べます

と、これは2027年に６万人というのが目標人
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口なんですけれども、そもそもは2015年を基

準値として、この表の中には５年ごとに目標

人口と、もう一つ、国立社会保障・人口問題

研究所の人口推計方法に準拠して推計した人

口というのが一緒に載っています。 

 今現在2019年で、2020年の推計値とか目標

人口と比べてみましたら、2020年に推計値を

下回ることが予想される。それは何を根拠に

しているかといいますと、2020年の推計値と

いうのは６万2,452人となっています。それに

対して決算カードで見ますと、2019年１月１

日の人口が６万3,024人。あと１年先になるん

ですが、2018年１月１日と比べますと765人減

っています。その前の2018年と2017年を比べ

たら664人減っております。この2019年１月１

日の人口から664人を引けば６万2,360人、765

人を引けば６万 2,259人と、推計値の６万

2,452人を下回ってきます。2027年までにはま

だ８年ありますけれども、今現在でも、目標

人口ではなく推計人口よりも下回っていると

いうのが現状であるということをまずお伝え

したいと思います。 

 長計でもいろいろやってきているんだけれ

ども、なかなか施策がうまく回っていないと

いうか、要するに成果につながってきていな

いんではないかというふうに思うんですけれ

ども、近隣の実態と比べて減少率は低いとい

うことで満足されているのかということをお

尋ねします。  

○議長（土井裕美子君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）近隣の自治体

との比較によって、橋本市がそれより上回っ

ているから満足しているかというところにつ

きましては、それについては満足していませ

ん。数字としては先ほど示していただいたよ

うに、推計をやはり下回っているというとこ

ろの把握もしております。毎年推計人口とい

うのは出てくるんですけども、当初設定した

人口というところから比べればやはり下回っ

ていってしまっているというのがあります。

ですので、今やっていることについては満足

せずに、去年、長期総合計画については策定

をして進めているところではありますので、

より力を入れてもっと減少が進む中、それを

抑えるような形で取り組んでいきたいという

ふうに思っておりますので、よろしくお願い

いたします。  

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）それで、自然の増減で

言えば死亡数が年々増えています。橋本市の

人口構成から見れば、当分の間死亡数という

のは増えていくというふうに予想されますの

で、人口の減少を抑えていこうと思ったらや

っぱりこの出生数を増やしていかないといけ

ないんじゃないかなというふうに思います。  

 先ほど、橋本市は20歳から39歳までの女性

の未婚率が全国よりも高いというふうにご答

弁がありました。また、合計特殊出生率も1.26

と紀の川市よりも低い。また、これは長期総

合計画に書いてあるんですけれども、国の

1.35、県の1.46と比べても低いという結果が

出ております。ここから見えてくるのは、橋

本市というのが結婚して出産しやすい環境と

言いにくいということがあるんではないかな

と思うんですけども、その辺ではいかがでし

ょうか。 

○議長（土井裕美子君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）出生数で言い

ますと、やはり毎年減少していっているとい

うのが全国的な傾向としてはあって、橋本市

も同じような形で減っていっております。幼

い子どもたちの人口ということで見ますと、

産んでいただく出生数が少なければ減るんで

すけども、別の方向で見ますと、先ほど部長

から答弁もありましたように、転入していた

だく幼い方の人口というのは増えております。
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転出よりも転入のほうが多い現状があります

ので、一旦転入して住んでいただく方に対し

ての、今現在も住んでいる方に対してもそう

なんですけども、子どもを産んで、その後、

育てやすい環境というのがあれば、引き続き

住んでいっていただけることにつながるので

はないかというふうに考えておりますので、

その辺は長期総合計画もそうですし、先行し

て取り組むプロジェクトもそうですので、そ

ういった子育てしやすい環境というのをこれ

からさらに取り組んでいきたいというふうに

考えております。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）それで、今、転入のほ

うが若い世代で多いのでというご答弁があり

ました。２番のほうに行きたいと思うんです

けれども、確かにゼロ歳から９歳までで言え

ば増えているんですね、出生とか関係なく。

それは子育て世代の人が転入してきていると

いうことをあらわしていると思います。  

 でも、一方で言えば、全体的に言えば転入

と転出を比べたら転出のほうが相変わらず多

くて、統計要覧と先ほどの答弁とはちょっと

いつからいつまでかというのをとるのが違っ

ていて、数が違うんですけれども、統計要覧

で引っ張ってきたので言えば、29年度で言え

ば、転出のほうが316人多くなっているんです。

この内訳で言えば、先ほどおっしゃったよう

に10代後半から30代前半にかけての社会減と

いうこともあると思うんですけれども、橋本

市の場合、ニュータウン政策をずっとうたっ

てきたので、ニュータウンに入ってきたけれ

ども、子育ても終わったらより便利な、買い

物や通院に便利なところにまた出て行くとい

うケースが結構あると思うんです。 

 いくら転入していただいても、また出て行

ってしまわれたら何もならないといいますか、

やっぱりできるだけ転出者を減らすというこ

とが大事。ということは、今いてる市民を大

事にする施策が必要なんではないか、大事に

するべきではないかというふうに思うんです

けれども、いかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）市民の方の転

出を防ぐということで、橋本市に愛着を持っ

て引き続き住んでもらいたいという思いはあ

る中でもそういう結果になってしまっている

というところはあるんですけども、ただ、市

民が取り組んでおる施策に対する満足度、重

要度を調査する橋本市のまちづくりのための

アンケート調査というのを毎年実施しており

ます。今年度も６月に実施しまして2,000人の

方にご協力をいただきまして、有効回収数は

668票で、回収率は33.4％となっております。 

 その中の質問の項目に、「あなたは今後も橋

本市に住み続けたいと思いますか」という質

問の回答につきましては、「住み続けたい」が

47.6％、「どちらかと言えば住み続けたい」が

28.1％で、これが合計75.7％という結果にな

っております。 

 本市以外にも同じようなアンケート調査を

しておる自治体のところを調べてみましたら、

河内長野市にも同じようなアンケート調査の

結果が載っておりまして、住み続けたいと感

じている人が48.4％で、普通という回答を合

わせますと76％ほどになると。和歌山市にお

いても同じようなアンケートがありまして、

住み続けたいと思う人の割合が75.9％という

ことで、おおよそだいたい70％中頃ぐらいの

数字というのが出ておりますところを見ます

と、本市としましても、皆さんがかなり住み

づらいというふうに思っておるというところ

にはならないのかなというところもございま

すので、今後も引き続き、住みやすいまち、

住みたいまちということで施策のほうを展開

してまいりたいと思いますので、その辺はご
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理解いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）今、まちづくりのため

のアンケート調査ということでおっしゃって

いただいたんですけれども、その前に３番に

移りますが、先ほど先行的に取り組むのは今

働けるまちづくりプロジェクト、安心して住

み続けられるまちづくりプロジェクト、みん

なで子どもを育てるまちづくりプロジェクト

ということで、これを先行的に取り組んでい

きたいというふうにご答弁がありました。 

 私自身もだいたい同じなんですけれども、

今この橋本市がとっている必要な施策とした

ら、やっぱり安心して子育てができる。また、

住み慣れた地域で暮らし続けられる。あと、

自然災害に強いという、そういう施策が必要

ではないかというふうに思います。似てはい

るんですけれども。 

 ただ、先ほどアンケートでは住み続けたい

という方が７割を超えているということだっ

たんですけど、同時に自由記述、自由に書い

ていただくのがあって、それも25ページほど

あって、かなりたくさんの意見が書いてあり

ました。それを読んでみますと、割と同じよ

うな傾向はあるんですけれども、近くに徒歩

で行けるスーパー、病院がない。水道料金が

高過ぎる。ごみの分別が細か過ぎる。可燃ご

みを週２回にしてほしいとか、交通の便のこ

と、水道料金のこと、可燃ごみの週１回化に

対する不満というのがたくさん書かれており

ました。 

 それと同時に、私自身は子育て支援策って

結構橋本市でいろいろやっているんではない

かなと思っていたんですけれども、この自由

記述を読んでみますと、「少なくとも子育て

世代にとっての施策は九度山町のほうが進ん

でいる」であるとか、「子育てしやすいまち

をうたっていますが、内容はとてもお粗末で

す。子どもの医療費も年収制限があり、高い

税金を払い恩恵を受けるものは何もない。せ

っかく家を建て永住のつもりが台無しです。

ただ今、引っ越し検討中です」というふうな

ことを書いていらっしゃる方もあって、あと、

「市がやっている子育てサークルのような教

室は１人目のときだけで、２人目はだめと言

われてとても残念でした」というふうな、誤

解もあるんかもしれないです。意見を書いて

おられるのをそのまま読めばそういうふうに

なるんです。 

 いろいろやっていると思うんだけれども、

でも、市民の方にはなかなか受け入れられて

いない、この橋本市いいとこやと思えないと

ころもあるんではないかなというふうに思い

ます。 

 また、今も読みましたけれども、橋本市は

お金がない、財政難だということで、かなり

市民の要望を抑えてきたというところがある

と思うんです。そのことでごみの収集週１回

にしたこととか、いろいろあるんですけれど

も、そのことが結局、今橋本市がやっている

ことが橋本市を夢のあるものじゃない、どち

らかと言えば住みにくいところというふうに

思うところにしているんではないかなと思う

んですけども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）この自由記載

のところにつきましては、248の意見をいただ

いておりまして、中身についても確認をさせ

ていただいております。個々の皆さんのご意

見ということで、先ほど議員もおっしゃって

いただいたように、理解不足によるコメント

というのもあるのかなというふうにも思って

おるところではございますが、なかなか厳し

い意見というので認識はしております。 

 市の施策としましては、あるところに偏っ

た施策だけを推進していきますと、それに合
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わないということになったときには、たちま

ち全体の評価としては下がってしまうんです

けども、長期総合計画にも37の施策を計上し

ておりますけども、全体の事業、施策を進め

ることで、ある一方の施策についてはちょっ

と納得いけへんから不満やという方がいたと

しても、別の施策で、そこは納得できるよ、

それはオーケーやということで、トータル的

に住み続けたいまちというふうに思っていた

だけたら、それはそれでいいいのかなという

ふうに考えています。ごみの問題とかもあり

ますけども、その部分については疑問に思わ

れている方もいらっしゃるかもしれませんが、

それ以外のところで納得いただければという

ふうにも思っております。 

 例えば、先行して取り組むプロジェクトで

言いますと、企業誘致のところが目について

わかりやすいかなと思うんですけども、企業

誘致の活動につきましては順調に進んでおる

というところで、例えば、令和元年11月現在

で、従業員の募集状況ということで言います

と、59名の募集を行っておられます。その中

で、パートの職員については30名という数字

もいただいております。働く場所があれば、

例えば、子育て中のお母さんであったり、子

育てを終えられるお母さんであったり、いろ

んな職種があれば、そこについて世帯の収入

を上げることができるというところにも企業

誘致については貢献していると思いますし、

働くお母さんが増えれば、子どもを見る場所

というところで、子育て世代のところの施策

の充実というのも必要になってきます。 

 ですので、市全体としてはトータル的、総

合的に施策を実施することで、市民の皆さん

の満足度というのを上げていきたいというふ

うに考えております。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）今トータル的にという

ご答弁だったんですけど、先日、市町村議会

議員研修会に参加をいたしました。その中で、

自治体の財政は量出制入を原則としていると。

つまり、さまざまな自然的、社会的条件を踏

まえて、住民の暮らしと権利を守り福祉の増

進を図るためにはいくら必要かを見積もって、

それに必要な財源を税制のあり方や事業の再

編などを検討して確保していくのが財政なん

だということを学んできました。これだけあ

るからこの中でするんじゃなくて、このこと

をやることが必要だから、そのために財源を

つくるという、そういうことです。 

 それで、そのときに同時に、市民と一緒に

議会も含めて、橋本市にとって今一番何が必

要なのかというところをしっかりと合意をつ

くることが大事というふうに学んできました。

確かに、いろんなことをまんべんなくやると

いうことも大事なんですけれども、やっぱり

市民の中には高齢の方もいらっしゃるし、子

育て中の方もいらっしゃるし、いろいろいら

っしゃるんだけれども、その中でもこのこと

は絶対に今必要なんだと。例えば、先ほどエ

アコンのことを言われましたけれども、小・

中学校の教室のエアコン。これは子どもたち

の命にもかかわる大事なことだということで

エアコンを設置することを決められて、先ほ

どちょっとやろうと思っていたことを後に回

したりとか、財源をつくってエアコン設置に

向けてやったと。それと同じようなことがと

いうか、市民の中でやっぱり今橋本市にとっ

てこのことをするのが必要なんだという合意

をつくる。そのためにしっかりと議論をして

いくということが必要ではないかというふう

に思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）長期総合計画

をつくるときにも、市民の皆さんからの意見

というのをいただいてつくってきています。
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今回も、毎年まちづくりのためのアンケート

調査というのをやっておりますし、その中で

いただいた意見というのは次の後期の基本計

画に向けた取り組みの中では、もちろん反映

させていただく必要があるとも考えておりま

す。  

 そういった点から、住民の皆さんの思いと

いうのはアンケートであるとか、また今後の

計画をつくる際のタウンミーティングであっ

たりとか、ワークショップであるとかという

のはもちろん開きますので、そういったとこ

ろでのご意見の吸い上げというのはさせてい

ただいた上で、次の計画にも反映できるとこ

ろはしていきたいというふうに考えておりま

す。  

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さん。 

○11番（阪本久代君）ただ、上下水道問題の

説明会にしても、たくさんしていただいたん

ですが、時間帯にしてもいろんな年代の方が

出やすい時間帯でなかったということである

とか、説明がいろいろ意見は出したけど、結

局は市の説明を聞くだけに終わったというこ

ととかいろいろありますので、やっぱり議論

する場というのは、議論するというのはすご

く時間のかかることではあると思うんですけ

れども、やっぱりその持ち方については通り

一篇じゃなくて、ほんとうにいろんなところ

から意見を吸い上げることができるような形

を考えていただきたいなというふうに思いま

す。 

 今のままだったら、どっちかと言うと不満

だけがくすぶっているんではないかなという

ふうに感じますので、そのことをお願いした

い、いろいろアンケートをとったりとか、タ

ウンミーティングしたりとかって、確かにい

ろいろされているんだけれども、どれだけの

人が来ているかと言ったら、本当にあまり多

くないと思うんです。その辺で、本当にたく

さんの人の声を吸い上げることができるよう

な仕組みを十分につくっていただきたいと思

うんですが、いかがですか。 

○議長（土井裕美子君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）市民の皆さん

に市がやっていることを十分理解していてい

ただくというのはすごく大事なことだと思い

ます。協働ということで、はぐくむ条例も施

行した以上、そういった情報共有、情報提供

というのはこちらから積極的にしていきたい

というふうにも考えております。  

 その中で、10月から市民の皆さんには橋本

市の出前講座というのもこちらで実施するこ

とになっております。出前講座、40ほどメニ

ューをつくっておりまして、市民の皆さんの

集まっていただく機会10名程度あれば、その

40から選んでいただいた市のやっておる事業

ですとか、制度とかを説明する機会というの

もその場でいただけたらと思っております。

その中で、いろんな施策、事業等の情報共有

をする中で、疑問に思うところというのはそ

の場を通じてまたいただくことも可能ですし、

今後もそれを蓄積していった形で次の計画と

いうところにも反映していきたいというふう

にも考えておりますので、いろんな場面を通

じて、市民の皆さんの意見というのはいただ

きたいというふうに考えておりますので、ご

理解いただけたら幸いです。 

○議長（土井裕美子君）11番 阪本さんの一

般質問は終わりました。 

 この際、午後１時まで休憩いたします。 

（午後０時５分 休憩） 

                     

       

 


